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健康危機管理対策専門委員会

（平成 24 年度）

健康危機管理対策専門委員会平成 24 年度報告書

広島県地域保健対策協議会 健康危機管理対策専門委員会

委 員 長　桑原　正雄

　今年度も，県内全域での感染症対策を取り上げて
検討した。特に，前年度からの継続となっている課
題について精力的に取り組み，膨大なアンケート数
のために集計作業に長期間を要した “新型インフル
エンザに関するアンケート調査報告書”を発刊する
ことができた。さらに，“HIV針刺し対応マニュア
ル，予防接種啓発リーフレット，熱帯感染症検査体
制リーフレットを作成し，医療機関などへ配布した。

Ⅰ .　委　　員　　会

₁）第 ₁回：平成 ₂₄ 年  ₇ 月 ₂₀ 日
₂）第 ₂回：平成 ₂₄ 年 ₁₀ 月 ₂₉ 日
₃）第 ₃回：平成 ₂₅ 年  ₃ 月 ₂₇ 日

Ⅱ .　「新型インフルエンザアンケート報告書」
編集委員会

Ⅲ .　新型インフルエンザアンケートに関する
学会発表

₁） H₁N₁pdm（₂₀₀₉）流行時の予防行動と罹患に
関する大規模調査からみた感染規模に関する
数理疫学的検討

　演者：佐藤友紀，秋田智之，松岡俊彦，桑原正雄，
田中純子（広島大学疫学・疾病制御学ほか）

　学会名：第 23 回日本疫学会学術総会
　学会期日，会場：平成25年 1月 24～26日，吹田市

（大阪大学）

Ⅳ .　成　　果　　物

₁） “新型インフルエンザに関するアンケート調査
報告書”（₁₁₇ ページ，資料編 CD付き）

　2009 年に米国，メキシコで発生し，全世界に拡大
した新型インフルエンザ－インフルエンザ（H1N1）
2009 の流行が終息した 2010 年秋に，広島県民を対

象にパンデミックの対応や意識などについての大規
模アンケート調査を行った。解析対象総数は176,113
件（全県民の 6.2％）という膨大な調査となり，集
計・解析に約 2年を要して，報告書が完成した。
　本報告書では，アンケート項目から，「役立った情
報源」，「罹患率および罹患時の行動」，「予防対策」，
「ワクチン接種」，「県民の不安および意見」，圏域ご
との意見」，「小児科医および産業医からみた新型イ
ンフルエンザ」について纏めた。広島県での健康被
害は低いパンデミックではあったが，国内侵入期～
県内流行拡大期には，多くの県民が初めての経験で
あり，不安や混乱が報告された。その不安では，医
療機関対応，ワクチン不足，情報混乱・不足，日常
感染対策グッズなどの医療に関することだけではな
く，罹患による学校や会社への出席・勤務停止，子
どもの休みに伴う親の出勤困難などの社会的な問題
も挙げられた。また，情報提供方法，相談センター
や地域ごとの対応などについて行政やメディアにも
検討が求められた。
　本報告書は，当委員会が企画し，県医師会会員，
地区医師会，幼稚園，保育園，学校や企業などが協
力して 17 万人強の県民のアンケート調査を行い，広
島県医師会，広島県健康福祉局健康対策課および広
島大学疫学・疾病制御学講座がデータ入力し，当委
員会で解析，報告書作成を行った。
　新型インフルエンザに関する多数の県民へのアン
ケート調査は，国内では初めてのものであり，広島
県地域保健対策協議会としても大きな業績であると
ともに，行政や国内研究機関などでの利用価値は高
いものとなった。このために，全データを入れたCD

を添付した報告書を作成し，厚労省，都道府県，県
内市町，日本医師会，都道府県医師会，県内地区医
師会，圏域地対協，県教育委員会，日本感染症学会
などへ送付した。
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₂） “医療従事者などにおける体液暴露事故後の
HIV感染防止マニュアル”（更新）（₁₆ ページ）

　本マニュアルは，広島県の医療機関でHIV抗体陽
性または陽性を疑われる患者に対する医療行為に
よって生じた曝露事故に際し，適切に抗HIV薬の予
防内服を行うことができるように，それぞれの医療
機関の対応と連携について記載したものである。
（「はじめに」から抜粋）
　上記の目的のために平成 21年度に作成した本マ
ニュアルを，広島大学病院エイズ医療対策室および同
薬剤部の協力で，対応協力医療機関や抗 HIV薬，内
服のタイミングなどを変更し，第2版として作製した。
　会員には，HIVによる針刺し事故などの場合に迅
速対応するために，広島県医師会速報（第 2188 号，
平成 25 年 4 月 15 日）の附録として配布した。さら
に，広島県および広島県地域保健対策協議会のホー
ムページにて掲載して，広島県歯科医師会などの関
係団体にも利用を呼び掛けた。
　■広島県ホームページ→広島県感染症・疾病管理
センター→医療従事者等における体液曝露事故
後の HIV感染防止マニュアル

 http://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/life/ 

175059_303334_misc.pdf

　■広島県地域保健対策協議会ホームページ→公開
資料→資料提供→医療従事者等における体液曝
露事故後の HIV感染防止マニュアル

 http://citaikyo.jp/file/2013/pdf/20130416_hiv.pdf

₃） 予防接種啓発リーフレット“子どもたちを守る
ために予防接種の普及を目指して”（₁₂ページ）

　広島県小児科医会との共同執筆となった本リーフ
レットは，主に医師，保育園・幼稚園の保育士など，
子どもの健全な発育と健康を守る人に予防接種を理
解し推進してほしいとの目的から，作成したもので
ある。ワクチンで防げる病気（VPD）の説明，ワク
チンの重要性，アンケート調査成績，接種スケ
ジュールなどについて解りやすく記載し，県内保育
園および幼稚園などの関係者に配布しており，広島
県医師会 HPにも掲載した。
₄）熱帯感染症検査体制リーフレット
　熱帯感染症が疑われる際に，専門的な検査が必要
だが，県内医療機関では原因微生物検査が難しい
ケースがある。これらに対して，検査の流れを示し
たフローチャートを作成した。
　本リーフレットには，①熱帯性感染症（熱帯地方
から帰国後 2週間程度以内で，発熱などの感染症を
疑う症状を有し，あまり本邦では経験しないような
疾患でかつ，検査が保険適応ではない疾患）を疑う
場合（広島県版，広島市版）　②広島市衛生研究所に
おける遺伝子検査などによる確定検査を行う必要が
ある感染症を疑う場合（広島市版）を想定して，検
査対応の流れを表示しており，現在 HPに掲載して
いるが，広島県医師会速報附録として配布した。
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広島県地域保健対策協議会
健康危機管理対策専門委員会

アンケート
調査報告書

新型インフルエンザに関する

（　　）207



あいさつ

　広島県地域保健対策協議会は、県内における保健・医療・福祉に関する事項を総合的に調査、

研究、協議し、その結果を保健医療施策に反映させ、もって県民の健康の保持・増進と福祉の

充実に寄与することを目的として昭和44年に設立されました。広島大学・広島県・広島市・広

島県医師会の四者で構成され、目的ごとに設置された委員会の活動は、これまでも多くの提言

を行政等の関係機関に対し発信し、多大な成果を挙げてまいりました。

　発足以来40余年を迎えましたが、このような組織は他県に例がなく、全国的にも非常に注目

されており、ますます本協議会に対する期待が高まっております。

　このたび、本協議会内に設置の「健康危機管理対策専門委員会」では、平成21（2009）年に

発生した新型インフルエンザパンデミックにおいて、広島県が行った対策について実際に県民

がとった行動がどうであったかなどを検証し、今後の対策に資するために一般県民を対象にア

ンケート調査を実施いたしました。県民並びに関係団体の皆さま方からのご協力により、

176,113件のアンケートを解析することができましたことを心より感謝申し上げます。

　回収したアンケートは、県民の情報源、罹患時の行動、予防対策、ワクチンの接種、県民の

不安や意見などについて解析を行い、実際に県民がとった行動や意識も知ることができ、意見

からは行政が発信する広報活動のあり方などの問題点が指摘されております。

　今後もこの調査報告書を踏まえ検討を重ねながら、これまで以上に日常での感染予防対策な

どを行うとともに、不測の状況に的確に県民に不安を与えることなく対応できる関係団体が連

携した危機管理対策の構築が必要であると考えております。

　本アンケートの調査報告書が皆様の今後の対策の一助になれば幸いです。

　今後とも健康と安全を守るために、皆様方のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　平成25年３月

　　　　　　　　　　　　　　　広島県地域保健対策協議会　会長　平　松　恵　一
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インフルエンザ（H1N1）2009アンケートについて

　2009年春にメキシコや米国で始まったインフルエンザ（H1N1）2009のパンデミックは、瞬く
うちに日本に上陸し、６月には広島県にも広がり、新型インフルエンザとして県民を恐怖に陥
れた。わが国では以前から致死率の高い新型インフルエンザを想定して対策を立てており、今
回のパンデミックにおいても流行当初から計画に沿った対応が行われた。
　広島県ではこのパンデミックで約40万人（推定）が罹患し、３人が死亡したが、県民がどの
ような行動や意識であったかは定かではない。そこで、広島県地域保健対策協議会（以下「県
地対協」という。）では、今回のパンデミックを検証し、将来発生が予想される致死率の高い新
型インフルエンザへの対策に資するために、県民を対象に行動や意識などについてアンケート
調査を行った。
　下記に、本報告書を読んでいただくために、調査方法、解析数などを紹介する。
１　アンケート調査方法について
　１）調査期間及び調査対象
　　　�　平成22年７月～ 10月の間に、広島県の一般県民を対象として、主に中学生以下につい

ては保護者に（以下「保護者用アンケート」という。）、主に高校生以上には本人へ（以
下「一般用アンケート」という。）アンケートを配布して調査した。�

　２）調査内容
　　　�　別紙のように、住所、年齢、性別、有効なインフルエンザ情報の入手、インフルエン

ザ罹患と時期、家族内感染、予防、ワクチンなどとした。
　３）アンケート配布対象者
　　　　①県内の全ての保育園及び私立幼稚園・小学校・中学校・高等学校の�全児童・生徒�
　　　　②県内の一部の公立幼稚園・小学校・中学校・高等学校の全児童・生徒�
　　　　③県内の一部の企業の社員�
　　　　④県内の一部の診療所の受診者など
　４）アンケート配布方法
　　　　①保育所：広島県保育連盟連合会に調査協力を依頼し、全施設に配布
　　　　　私立幼稚園～高等学校：県内の私立幼稚園～高等学校の全施設に配布
　　　　②公立幼稚園～高等学校：広島県教育委員会に依頼し、圏域地対協ごとに施設に配布
　　　　③企業：産業医に依頼し、協力受諾企業に配布
　　　　④地域住民：圏域地対協ごとに医療機関を選定し、受診者などに配布　
　５）アンケート集計目標
　　　�　全ての二次医療圏から回収し、全県では保護者用アンケートは50,000件及び一般用アン

ケート10,000件、両者で県内全人口の２％の調査を目標とした。
　６）調査研究の承認
　　　�　本調査及び集計解析については広島大学疫学研究倫理審査委員会の承認（疫−411号）

を得た。
　７）COI
　　　�　本調査研究を行ったすべての人は、調査や報告に関連して、開示すべきCOI 関係にあ

る企業などはない。

２　アンケートの回収及び解析
　�　アンケートの回収は、広島県医師会、地区医師会及び広島県健康福祉局健康対策課で行い、
入力・集計は広島県医師会、広島県健康福祉局健康対策課及び広島大学大学院医歯薬保健学
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研究院疫学・疾病制御学で行った。
　１）回収数・回収率及び解析対象数・有効回答率
　　　�　配布数333,892件、回収した総数は178,669件、このうち、性別、地域、年代のいずれか

が無記入あるいは不備な回答のために集計から除外したものは2,556件、最終的に集計・
解析したアンケートは176,113件となった。

　２）解析したアンケート
　　　　解析したアンケート数を年齢区分及び二次医療圏別に表１に示した。
　　　�　年齢区分では保育園から中学生までの年代でのアンケートが多く、アンケート配布先

及び協力体制の影響が見られた。
　　　�　県内の二次医療圏は７か所に分かれており、広島市を中心とした広島圏域が最も人口

が多く、次いで福山市の福山府中圏域、呉市の呉圏域などで、各圏域人口におけるアンケー
ト数比率は、2.9 ～ 8.8％、全体では6.2％で、計画を大きく上回った。

　　　�　このように、県民の協力により膨大なアンケートを解析することができ、年代や地域
などから広範囲な検討が可能になった。

 

 

配布数227,702　回収数128,271 配布数106,190　回収数50,398

除外数1,782(1.4%)

  

保護者用アンケート  一般用アンケート  

解析対象総数176,113

除外数774(1.5%)  

解析対象数49,624解析対象数126,489

回収率56.3%

有効回答率55.6%

回収率47.5%

有効回答率46.7%

有効回答率52.7%

図₁　アンケート回収数・回収率及び解析対象数・有効回答率

アンケート 年齢区分／二次医療圏 広島 広島西 呉 広島中央 尾三 福山府中 備北 その他 合計

保護者用

0歳 364 36 41 32 42 282 21 6 824
1−3歳 9079 757 1363 1203 1127 3604 571 32 17736
4−6歳 22255 1619 2520 2308 1883 5543 958 42 37128
小学生低学年7−9歳 22956 80 46 64 679 1329 55 27 25236
小学生高学年10−12歳 23203 99 78 152 1125 1580 24 38 26299
中学生13−15歳 15185 264 249 389 1100 1774 52 110 19123
高校生16−18歳 105 2 2 2 8 24 0 0 143

小計 93147 2857 4299 4150 5964 14136 1681 255 126489

一般用

中学生 22 8 1 0 0 1 0 0 32
高校生 11755 766 1579 1291 1394 1863 116 316 19080
10歳代（中高校生以外） 4801 154 60 151 46 187 29 13 5441
20歳代 1882 395 248 273 438 1498 108 184 5026
30歳代 1543 484 239 299 707 1670 185 201 5328
40歳代 1751 421 214 272 534 1360 191 193 4936
50歳代 1892 356 241 239 639 1535 245 164 5311
60歳代 330 93 42 49 467 1277 150 81 2489
70歳代 76 39 5 8 337 788 115 22 1390
80歳以上 21 17 0 1 167 318 60 7 591

小計 24073 2733 2629 2583 4729 10497 1199 1181 49624
合計 117220 5590 6928 6733 10693 24633 2880 1436 176113

アンケート
件数・人口比

人口（平成22年３月）1,335,048 146,755 271,808 216,032 267,925 519,942 98,798 − 2,856,308
比率（%） 8.8 3.8 2.5 3.1 4.0� 4.7 2.9 − 6.2

表１　年齢区分及び二次医療圏別のアンケート解析件数
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３　報告書について
　�　本報告書では、アンケート項目ごとに記載し、二次医療圏域や小児科医、産業医の立場か
らの報告も加えた。また、パンデミック時の広島県の状況及び広島県医師会の対応も収載した。
このように当時が詳細に振り返ることができる報告書となっているので、ぜひとも参考にさ
れたい。

４　アンケート成績の利用について
　�　本アンケートについて、本文には集計および解析した成績を示すとともに、巻末CDには
アンケート単純集計を収めた。これは、本報告書の著作権は広島県地域保健対策協議会に帰
属するために無断転載を禁ずるが、必要であれば成績を広く利用して頂きたいためである。

　　成績の利用を希望される方は、以下を厳守下さい。
　　１）本文については、出典を明示して頂きたい。
　　２）CDデータの利用については、利用願を提出して、当協議会の許可により利用可能とな

る。
　　３）詳しくは、広島県医師会地域医療課（082-232-7211）まで問い合わせて下さい。

　　　　　広島県地域保健対策協議会　健康危機管理対策専門委員会
委員長　桑　原　正　雄

　（県立広島病院　院長）

本報告書での主な語句
・インフルエンザ（H1N1）2009：2009年に発生した新型インフルエンザ
・保護者用アンケート：主に中学生以下が対象で、その保護者が回答したアンケート
・一般用アンケート：主に高校生以上が対象で、本人が回答したアンケート
・罹患率：対象人口当たりのインフルエンザ（H1N1）2009推定罹患者数比率
・接種率：対象人口当たりのインフルエンザ（H1N1）2009用ワクチン推定接種者数比率
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昨年に発生した新型インフルエンザについてみなさまの意見をお聞きしています。
よろしければ，お子様のことに関して保護者の方がお答えください。

※複数のお子様がおられましたら，どなたかお一人に関して，
該当する番号を○で囲んでください。また，枠の中にご記入ください。

新型インフルエンザについてのアンケートにご協力をお願いします。（保護者用）
既にアンケートをお答えの方はご遠慮ください。

あなたはどちらにお住まいですか？

①広島市 ②呉市 ③竹原市 ④三原市 ⑤尾道市 ⑥福山市 ⑦府中市　
⑧三次市 ⑨庄原市 ⑩大竹市 ⑪東広島市 ⑫廿日市市 ⑬安芸高田市 ⑭江田島市　
⑮府中町 ⑯海田町 ⑰熊野町 ⑱坂町 ⑲安芸太田町 ⑳北広島町 ㉑大崎上島町
㉒世羅町 ㉓神石高原町 ㉔その他（　　　　　　　　　　）

あなたのお子様は何歳ですか？（平成22年3月31日現在の年齢をご記入ください。）

歳

あなたのお子様の性別はどちらですか？

①男性　　　②女性

あなたは新型インフルエンザに関する情報で，どの情報が一番役立ちましたか？

①テレビ　　②新聞　　③パンフレット（折込みちらし含む）　④インターネット
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたのお子様が，新型インフルエンザにかかったと思ったことがありますか？

①ある　　②ない

新型インフルエンザにかかったと思ったとき，どうされましたか？
ⅰ かかりつけの医療機関を受診した
ⅱ かかりつけ以外の医療機関を受診した　
ⅲ 保健所等（発熱相談センター）に相談して，指定された医療機関で受診した
ⅳ 保健所等（発熱相談センター）に相談して，自宅で療養した
ⅴ 受診しなかった
ⅵ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたのお子様は，平成21年６月から平成22年５月の間に新型インフルエンザと医師に診断
されましたか？それはいつ頃でしたか？

①診断された　　②診断されなかった

①６月　　②７月　　③８月　　④９月　　⑤１０月　　⑥１１月　　⑦１２月
⑧１月　　⑨２月　　⑩３月　　⑪４月　　⑫５月

新型インフルエンザに関連して，お子様は学校（保育所・幼稚園）を休まれましたか？また，
お子様が休まれた方にお聞きします。休まれた日数と理由はなんですか？

①休んだ　　 日　　　　　②休まなかった

休んだ理由はなんですか？
ⅰ 本人が新型インフルエンザにかかったから
ⅱ 家族が新型インフルエンザにかかったから
ⅲ 学校（保育所・幼稚園）から休むようにいわれたから
ⅳ 学校（保育所・幼稚園）が休みになったから
ⅴ 新型インフルエンザにかかるのが，心配だったから
ⅵ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

問１

問２

問３

問４

問５

問６

問７

0記入例 歳， 14 歳，
⎫
⎪
⎭⎫

⎪
⎭

アンケート調査票
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お子様と同居している家族は何人ですか？そのうち何人の方が新型インフルエンザと診断さ
れましたか？

お子様を含めた家族　 人

お子様を含めた家族のうち，新型インフルエンザと診断された家族　 人

具体的に診断された方はどなたですか？（お子様からみて）
①本人（お子様）　②祖父　③祖母　④父　⑤母　⑥兄弟姉妹（　　　人中　　　人）　
⑦その他（　　　　　　　　　　 ）

あなたのお子様に対し，新型インフルエンザの予防に関して注意したことはなんですか？
（特に注意したことを２つまでお答えください）

①ワクチンの接種　②うがい・手洗いの徹底　③マスクの着用　④咳エチケット
⑤人ごみに出さない（外出を控える）　⑥十分な休養　⑦特にしていない　　
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたのお子様は新型インフルエンザワクチンの予防接種を受けましたか？

①受けた（� へ） ②受けていない（� へ）

問1０で「①受けた」と回答された方にお聞きします。予防接種を受けた理由は何ですか？
（受けた理由を２つまでお答えください）

①医師等に勧められたから　　②家族に勧められたから
③仕事・学校を休みたくなかったから　　④優先順位にはいっていたから　　
⑤マスコミがいっていたから　⑥無料だったから　⑦予防に有効だと思ったから
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問1０で「②受けていない」と回答された方にお聞きします。予防接種を受けさせなかった
理由は何ですか？（受けなかった理由を２つまでお答えください）

①予防接種がいやだったから　②既に新型インフルエンザにかかっていたから
③季節性インフルエンザの予防接種で十分だと考えたから　④効果が期待できないから
⑤時間がなかったから　⑥希望する時期にワクチンが不足していたから
⑦有料だったから　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お子様について，新型インフルエンザに関して不安に思ったことはどんなことですか？（特
に不安に思ったことを２つまでお答えください）

①命・健康に関わること　②学校（保育所・幼稚園）に行けなくなること
③情報が多すぎたこと（情報が錯綜していた） ④人ごみの中に行くこと　⑤不安はなかった
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他、新型インフルエンザへの行政機関および医療関係者の対応について
ご意見がありましたらお書きください

問８

問９

問１０

問１１ 問１2

問１１

問１2

問１3

問１4

ご協力ありがとうございました。広島県地域保健対策協議会　健康危機管理対策専門委員会
※ 県民の健康保持増進に寄与する目的で設置された広島県地域保健対策協議会は、広島大学・広島県・広島市・広

島県医師会の四者で構成され、目的ごとに設置された委員会が、保健・医療・福祉に関する事項の調査・研究及び
協議等を行っています。
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昨年に発生した新型インフルエンザについて，みなさまの意見をお聞きしています。
該当する番号を○で囲んでください。また，枠の中にご記入ください。

あなたはどちらにお住まいですか？

①広島市 ②呉市 ③竹原市 ④三原市 ⑤尾道市 ⑥福山市 ⑦府中市　
⑧三次市 ⑨庄原市 ⑩大竹市 ⑪東広島市 ⑫廿日市市 ⑬安芸高田市 ⑭江田島市　
⑮府中町 ⑯海田町 ⑰熊野町 ⑱坂町 ⑲安芸太田町 ⑳北広島町 ㉑大崎上島町
㉒世羅町 ㉓神石高原町 ㉔その他（　　　　　　　　　　）

あなたは何歳ですか？

①１０代　　②２０代　　③３０代　　④４０代　　⑤５０代　　⑥６０代　　⑦７０代　　⑧８０代以上

あなたの性別はどちらですか？

①男性　　　②女性

あなたは新型インフルエンザに関する情報で，どの情報が一番役立ちましたか？

①テレビ　　②新聞　　③パンフレット（折込みちらし含む）　④インターネット
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたは，新型インフルエンザにかかったと思ったことがありますか？

①ある　　②ない

新型インフルエンザにかかったと思ったとき，どうされましたか？
ⅰ かかりつけの医療機関を受診した
ⅱ かかりつけ以外の医療機関を受診した　
ⅲ 保健所等（発熱相談センター）に相談して，指定された医療機関で受診した
ⅳ 保健所等（発熱相談センター）に相談して，自宅で療養した
ⅴ 受診しなかった
ⅵ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたは，平成２１年６月から平成２２年５月の間に新型インフルエンザと医師に診断されまし
たか？それはいつ頃でしたか？

①診断された　　②診断されなかった

①６月　　②７月　　③８月　　④９月　　⑤１０月　　⑥１１月　　⑦１２月
⑧１月　　⑨２月　　⑩３月　　⑪４月　　⑫５月

新型インフルエンザに関連して，学校・仕事等を休まれましたか？また，休まれた方にお聞
きします。休まれた日数と理由はなんですか？

①休んだ　　 日　　　　　②休まなかった

休んだ理由はなんですか？
ⅰ 自分が新型インフルエンザにかかったから
ⅱ 家族が新型インフルエンザにかかったから
ⅲ 学校・会社から休むようにいわれたから
ⅳ 学校・会社が休みになったから
ⅴ 新型インフルエンザにかかるのが，心配だったから
ⅵ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

問１

問２

問３

問４

問５

問６

問７

新型インフルエンザについてのアンケートにご協力をお願いします。（一般用）
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あなたの同居している家族は何人ですか？そのうち何人の方が新型インフルエンザと診断さ
れましたか？

あなたを含めた家族　 人

あなたを含めた家族のうち，新型インフルエンザと診断された家族　 人

具体的に診断された方はどなたですか？（あなたからみて）
①あなた ②配偶者　③子ども（　　　人中　　　人）　④父　⑤母　⑥祖父　⑦祖母
⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　 ）

あなたが新型インフルエンザの予防に関して，注意したことはなんですか？
（特に注意したことを２つまでお答えください）

①ワクチンの接種　②うがい・手洗いの徹底　③マスクの着用　④咳エチケット
⑤人ごみに出さない（外出を控える）　⑥十分な休養　⑦特にしていない　　
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたは新型インフルエンザワクチンの予防接種を受けましたか？

①受けた（� へ） ②受けていない（� へ）

問１０で「①受けた」と回答された方にお聞きします。予防接種を受けた理由は何ですか？
（受けた理由を２つまでお答えください）

①医師等に勧められたから　　②家族に勧められたから
③仕事・学校を休みたくなかったから　　④優先順位にはいっていたから　　
⑤マスコミがいっていたから　⑥無料だったから　⑦予防に有効だと思ったから
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問１０で「②受けていない」と回答された方にお聞きします。予防接種を受けさせなかった
理由は何ですか？（受けなかった理由を２つまでお答えください）

①予防接種がいやだったから　②既に新型インフルエンザにかかっていたから
③季節性インフルエンザの予防接種で十分だと考えたから　④効果が期待できないから
⑤時間がなかったから　⑥希望する時期にワクチンが不足していたから
⑦有料だったから　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新型インフルエンザに関して不安に思ったことはどんなことですか？
（特に不安に思ったことを２つまでお答えください）

①命・健康に関わること　②仕事・学校に行けなくなること
③情報が多すぎたこと（情報が錯綜していた） ④人ごみの中に行くこと　⑤不安はなかった
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他、新型インフルエンザへの行政機関および医療関係者の対応について
ご意見がありましたらお書きください

問８

問９

問10

問11

問12

問11 問12

問13

問14

ご協力ありがとうございました。広島県地域保健対策協議会　健康危機管理対策専門委員会
※ 県民の健康保持増進に寄与する目的で設置された広島県地域保健対策協議会は、広島大学・広島県・広島市・広

島県医師会の四者で構成され、目的ごとに設置された委員会が、保健・医療・福祉に関する事項の調査・研究及び
協議等を行っています。
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医療従事者等における
体液曝露事故後の

HIV感染防止マニュアル

平成25年3月

広島県地域保健対策協議会
（広島大学・広島県・広島市・広島県医師会）

（健康危機管理対策専門委員会）
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１　HIV曝露後予防対応協力施設一覧表

２　事故後対応フローチャート（緊急対応用）

３　HIV曝露後の対応について（事故後対応フローチャート参照）

４　HIV曝露後予防対応協力施設での対応（事故後対応フローチャートの詳細）

５　予防内服用に処方される抗HIV薬の注意点

６　費用負担について

７　労災保険における取扱いについて

（別紙１）紹介状

（別紙２）抗HIV薬による予防内服についての説明書

（別紙３）患者へのHIV検査の説明事項

（別紙４）HIV検査等に関する同意書（患者用）

（別紙５）HIV検査等に関する同意書（被曝露者用）

（別紙６）予防内服に関する同意書
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点
病
院

エ
イ
ズ
拠
点
病
院

協

　力

　医

　療

　機

　関

病院名 連絡先責任者名（所属）所在地
電話番号（代表）

緊急時
（夜間・休日）の

連絡先

広島大学病院 広島市南区霞1-2-3
082-257-5555

代表
082-257-5555
(責任者へ) 

輸血部
082-257-5580 

藤井輝久，齊藤誠司
（輸血部/エイズ医療
対策室）

広島市立
広島市民病院

広島市中区基町7-33
082-221-2291

代表
082-221-2291

代表
082-221-2291
処置室（内線5173）

野田昌昭（内科）
植松周二（内科）
金原正志（呼吸器内科）

独立行政法人
国立病院機構
呉医療センター

呉市青山町3-1
0823-22-3111

代表
0823-22-3111
（内科）

代表
0823-23-1020
（当直者が担当）

沖川佳子（血液内科）

独立行政法人
国立病院機構
福山医療センター

福山市沖野上町4-14-17
084-922-0001

H IV/A ID医療
チーム
084-922-0001

代表
084-922-0001

坂田達朗（内科）

市立三次中央
病院

三次市東酒屋町531
0824-65-0101

代表
0824-65-0101

代表
0824-65-0101

濱田敏秀（内科）

福山市民病院 福山市蔵王町5-23-1
084-941-5151

代表
084-941-5151

代表
084-941-5151

下江俊成（内科）

三原市医師会
病院

三原市宮浦一丁目15-1
0848-62-3113

代表
0848-62-3113

代表
0848-62-3113

奥崎　健（内科）

広島県厚生農業
協同組合連合会
廣島総合病院

廿日市市地御前1-3-3
0829-36-3111

代表
0829-36-3111

代表
0829-36-3111

今村祐司（外科）

県立広島病院 広島市南区宇品神1-5-54
082-254-1818

代表
082-254-1818
（呼吸器内科）

代表
082-254-1818
（内科当直医/当
直看護師）

土井正男
（エイズ支援室/呼吸
器内科・リウマチ科）
岡本健志
（エイズ支援室/総合
診療科）

＊必ず事前に電話連絡してから受診すること（受付部署の確認等）　
＊「紹介状（別紙1）」を持参すること。

1 HIV曝露後予防対応協力医療機関一覧表

－　1　－

平成24年10月末現在
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2 事故後対応フローチャート（緊急対応用）

で

　
　
　き

　
　
　る

　
　
　だ

　
　
　け

　
　
　早

　
　
　く

一

　
　般

　
　医

　
　療

　
　機

　
　関

　
　等

予防内服は
不必要

予防内服は
不必要

拠

　
点

　
病

　
院

　
・

　
協

　
力

　
医

　
療

　
機

　
関

拠

　
点

　
病

　
院

陽性

陽性

不明かつHIV抗体陽性が強く疑われる

陰性

希望
しない

経過観察
しない

希望する

する

希望する

希望
しない

（＊１）と同じ

※事故後，拠点病院に受診ができず，協力
医療機関に受診した場合は，後日，拠点
病院に受診する。

陰性

体液曝露事故の発生

拠点病院等（別紙一覧表）への電話連絡・診察依頼

抗HIV薬（３剤）受領・内服

拠点病院に受診(協力医療機関に受診した場合）

抗HIV薬の内服

曝露由来患者（以下患者という）は
HIV抗体が陽性か否か

応急処置・現場責任者に報告

経過観察

患者のHIV検査

経過観察

内服継続の判断

被曝露者のHIV検査

拠点病院等に受診（ただし，被曝露者が妊娠している場合はブロック拠点病院に受診する。）

抗HIV薬の内服

抗HIV薬の内服

①被曝露者の採血
②被曝露者の検体と患者の情
報（内服中の抗HIV薬，薬剤耐
性，B型肝炎など）

③紹介状（別紙１）の作成
①～③を持参して受診する。

（＊１）被曝露者のHIV
検査・予防内服の説明
及び同意

①患者へのＨＩＶ検査の説明及び
同意

②患者の採血
③被曝露者の採血
④紹介状（別紙１）の作成
②～④を持参して受診する。

－　2　－
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予防接種の
普及を目指して

“子どもの健康に関わる皆様へ”

子どもたちを守るために

広島県地域保健対策協議会

もくじ
はじめに
ワクチンを受けるにあたって知っておいてほしいこと
ワクチンの大切さ
広島市内公立保育園・私立幼稚園のアンケート調査から
日本の定期／任意予防接種スケジュール
VPD（ワクチンで防げる病気）とワクチンについてVPD（ワクチンで防げる病気）とワクチンについて

01

02

03

06

07

08
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予防接種の普及を目指して
“子どもの健康に関わる皆様へ”

はじめに
このたび、広島県地域保健対策協議会「健康危機管理対策専門委員会」では

乳幼児を中心とする小児の健全な発育と健康を守るお仕事に日頃から従事な

さっている方々を対象として、予防接種の意義を充分理解していただき、積極的

に保護者の方やお子さんに予防接種を推進していただくことを目的に小冊子を

発刊する運びとなりました。

今日、小児を取り巻く環境は厳しく、健康をおびやかす因子が多岐にわたって

いますが、新興、再興感染症を中心とする感染症の脅威はその代表といえます。

そして、この感染症対策の基本が予防接種（ワクチン）を受けることです。ワク

チンで予防できる感染症（ＶＰＤ）はしっかりワクチンを受けることでかかりませ

んし、かかったとしても軽症で済みます。従来、日本はワクチン後進国と言われ、

国が推奨する予防接種の種類や接種機会が先進国の中で極端に少なく、一時米

国では麻しん輸出国として日本が非難されることもありました。最近、各方面か

らの指摘でこの状態は改善傾向にあり、喜ばしいことですが、一方急激な進展

で保護者の理解が十分に行き届いていない面も多々見受けられます。たとえば、

生後2か月という早期から2～4種類のワクチンを同時接種することや各ワクチ

ンの接種を受ける大切さ、接種を受ける適切な時期についてなど疑問が多々あ

るようです。本冊子はこのような疑問に答え、ワクチンを正しく理解し、積極的

に大切なワクチンを受けて子どもの健康を守る基盤作りに役立つように構成さ

れています。先ず①ワクチンを受けるにあたって知っておいてほしいこと、次に

②園児のアンケート調査結果などからワクチンの大切さを知っていただき、最後

に③VPD（ワクチンで防げる病気）とその対応するワクチンについて解説してい

ます。なおワクチンについては、今後も接種を受けやすい環境作りや簡便な問

診票の考案、より安全で有効な回数が少なくて済む多価ワクチンの開発、より痛

みが少ない接種方法の検討などまだまだ課題が残されており研究が必要です。

この冊子が少しでも皆様のお役に立ち、子どもたちが健康に育つことを念願

します。ご活用のほどをお願いいたします。

広島県地域保健対策協議会
健康危機管理対策専門委員会
 協力：広島県小児科医会

子どもたちを守るために

0 1
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ワクチンを受けるにあたって
知っておいて欲しいこと
ワクチンを受けるにあたって
知っておいて欲しいこと知っておいて欲しいこと知っておいて欲しいこと
ワクチンを受けるにあたって
知っておいて欲しいこと

ワクチンは怖いもの？
新聞、テレビなどでワクチン接種後の死亡例が大きく報道され、保護者の中にはワク

チンを怖いものだと思われている方がおられます。もちろんワクチンにも副作用がありま

すが、ほとんどは接種部位が腫れたり熱が出るといった軽いもので、障害を残したり死亡

するといった重いものは健康な子どもにはきわめてまれにしか起こりません。ワクチン後

の死亡例と報道されたものの多くは、乳幼児突然死症候群などと偶然タイミングを同じ

くした、いわゆる“紛れ込み”の事例と思われ、ワクチンが直接の死亡の原因となった症

例は少ないと考えられています。

副作用のない100%安全なワクチンはありません。しかし、これまでワクチンは感染症

を予防することでその病気の重い合併症を防ぎ、多くの命を救ってきました。そのリスクと

ベネフィットを理性的に判断すれば、ワクチンを接種する方が“お得である”ことは間違いあ

りません。ワクチンはそのきわめてまれなリスクを引き受けてでもする価値のあるものです。

ワクチンを接種する時期と同時接種について
あたりまえですが、ワクチンはその病気にかかる前に受ける必要があり、できれば早い

時期からの接種が望まれます。しかし、生まれる前にお母さんからもらった免疫の影響

を避けるため1歳を過ぎてから接種する麻しんワクチンや風しんワクチン、その特性から

10歳以後の女児に接種する子宮頚がんワクチンなど、種類によって推奨される接種時期

が異なります。また、公費負担で受けることのできる年齢もワクチン毎に定められていま

すので、表(P07［日本の定期／任意予防接種スケジュール（20歳未満）（平成25年4月

1日以降）］)を参照して適切な時期に接種することを指導してあげてください。

表でおわかりのように、乳児期前半には四種混合ワクチン、BCG、ヒブワクチン、小児

用肺炎球菌ワクチン、ロタウイルスワクチン、B型肝炎ワクチンなどたくさんのワクチンが

推奨されています。これらを効率よく接種するためには、早くから接種すること（ワクチ

ンデビューは生後2か月の誕生日）、同時接種をすることの２点がポイントになります。

同時接種で一度に何本ものワクチンを接種してもそれぞれのワクチンの効果は変わら

ず、副作用が出やすくなることもありません。同時接種では、全体の接種を速く完了する

ことによってその病気にかかるリスクを減らすことができます。ちなみに、アメリカでは2

か月児に8種類のワクチンを同時に接種しています。もっとも、混合ワクチンが開発され

ているため接種する製剤は3-4本になるのですが。

また、同時接種によって子どもの泣く日を減らすことができます。実際にヒブワクチン、

小児用肺炎球菌ワクチン、四種混合ワクチン、B型肝炎ワクチンを接種するプランをたて

てみましょう。それぞれのワクチンを個別に接種する場合には1ヶ月間で週毎に4回病

院に行く必要があり泣く日が4日もできるのですが、同時接種だと泣く日は1ヶ月間で1

日だけですみます。子どもにとってもこのほうがよいのではないでしょうか。

02
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広島県医師会速報（第２２０７号）付録 ２０１３年（平成２５年）１０月２５日（１）

管　轄ＦＡＸ連絡先住　所保健所・支所名

大竹市、廿日市市０８２９－３２－３２４４０８２９－３２－１１８１〒７３８－０００４
廿日市市桜尾２－２－６８

西部保健所
保健課

安芸高田市、府中町、
海田町、熊野町、
坂町、安芸太田町、
北広島町

０８２－５１１－８７０７０８２－５１３－５５２１〒７３０－００１１
広島市中区基町１０－５２

広島支所
保健課

江田島市０８２３－２２－５９９４０８２３－２２－５４００〒７３７－０８１１
呉市西中央１－３－２５

呉支所
厚生保健課

竹原市、東広島市、
豊田郡０８２－４２２－５０４８０８２－４２２－６９１１〒７３９－００１４

東広島市西条昭和町１３－１０
西部東保健所
保健課

三原市、尾道市、
世羅郡０８４８－２５－２４６３０８４８－２５－２０１１〒７２２－０００２

尾道市古浜町２６－１２
東部保健所
保健課

府中市、神石高原町０８４－９２８－７８８２０８４－９２１－１３１１〒７２０－８５１１
福山市三吉町１－１－１

福山支所
保健課

三次市、庄原市０８２４－６３－５１９００８２４－６３－５１８１〒７２８－００１３
三次市十日市東４－６－１

北部保健所
保健課

呉市０８２３－２４－６８２６０８２３－２５－３５２５〒７３７－００４１
呉市和庄１－２－１３

呉市保健所
保健総務課

福山市０８４－９２１－６０１２０８４－９２８－１１２７〒７２０－００３２
福山市三吉町南２－１１－２２

福山市保健所
保健予防課

熱帯性感染症の専門的な検査が必要な場合の流れ
広島県（広島市以外）版

患  　者

一般医療機関 

感染症・疾病管理センター
広島市南区皆実町1-6-29 
TEL：082-250-2041 
FAX：082-254-7114 

保　健　所

保健環境
センター 

①受診（初診） ③検体採取

⑥検体回収
⑩結果通知

③検査依頼

⑨結果通知

②熱帯性感染症の疑い

④検査依頼

⑦検体搬入

熱帯性感染症の疑いとは･･･

国立感染症
研究所 

⑧結果報告

⑤検査依頼

連携

熱帯地方から帰国後２週間程度
以内で、発熱などの感染症を疑
う症状を有し、あまり本邦では
経験しないような疾患でかつ、
検査が保険適応ではない疾患を
疑う場合。

※検査によっては、結果までにかなりの時間がかかります。広島県保健環境センターで行える検査につきましては、下記の保健所・支所の窓口
　までお問い合わせください。　 
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広島県医師会速報（第２２０７号）付録（２）２０１３年（平成２５年）１０月２５日 

ＦＡＸ連絡先住　　所区　　分

０８２－５０４－２１７５０８２－５０４－２５２８〒７３０－８５６５　広島市中区大手町４－１－１中保健センター
０８２－２６４－５２７１０８２－５６８－７７２９〒７３２－００５５　広島市東区東蟹屋町９－３４東保健センター
０８２－２５４－９１８４０８２－２５０－４１０８〒７３４－８５２３　広島市南区皆実町１－４－４６南保健センター
０８２－２３３－９６２１０８２－２９４－６２３５〒７３３－８５３５　広島市西区福島町２－２４－１西保健センター
０８２－８７０－２２５５０８２－８３１－４９４２〒７３１－０１９４　広島市安佐南区中須１－３８－１３安佐南保健センター
０８２－８１９－０６０２０８２－８１９－０５８６〒７３１－０２２１　広島市安佐北区可部３－１９－２２安佐北保健センター
０８２－８２１－２８３２０８２－８２１－２８０８〒７３６－８５５５　広島市安芸区船越南３－２－１６安芸保健センター
０８２－９２３－５０９８０８２－９４３－９７３１〒７３１－５１９５　広島市佐伯区海老園２－５－２８佐伯保健センター
０８２－２７７－０４１００８２－２７７－６９９８〒７３３－８６５０　広島市西区商工センター４－１－２広島市衛生研究所
０８２－５０４－２２５８０８２－５０４－２６２２〒７３０－８５８６　広島市中区国泰寺町１－６－３４保健医療課

広島県感染症・
疾病管理センター 

広島県保健環境
センター 

結果報告

依頼

広島市衛生研究所で
検査できない場合：

熱帯性感染症の専門的な検査が必要な場合の流れ
広島市版

患  　者

医療機関

保健医療課

区保健センター

広島市衛生研究所

国立感染症研究所 

①受診 ⑤検体採取

④検体採取依頼
⑥検体受取
⑪結果連絡

②情報提供
　検査依頼

⑩結果連絡

民間の検査機関で
検査できない感染症の疑い

③連絡

結果報告依頼

③連絡
⑧検体搬入

該当する場合

⑨結果報告

⑦検査依頼

・熱帯性感染症（熱帯地方から帰国後
２週間程度以内で、発熱などの感染
症を疑う症状を有し、あまり本邦では
経験しないような疾患でかつ、検査が
保険適応ではない疾患）を疑う場合
・その他、衛生研究所における遺伝子
検査等による確定検査を行う必要が
ある感染症を疑う場合
 

※検査によっては、結果までにかなりの時間がかかります。広島市衛生研究所で行える検査につきましては、下記の保健センターの窓口まで
　お問い合わせください。　 

広島県地域保健対策協議会健康危機管理対策専門委員会
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広島県地域保健対策協議会 健康危機管理対策専門委員会
委員長　桑原　正雄　県立広島病院
委　員　市川　　徹　広島市立舟入病院
　　　　伊藤　　俊　広島県立総合技術研究所保健環境センター
　　　　大毛　宏喜　広島大学病院
　　　　坂口　剛正　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
　　　　阪谷　幸春　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　下江　俊成　福山市民病院
　　　　田中　純子　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
　　　　近末　文彦　広島県西部保健所
　　　　豊田　秀三　広島県医師会
　　　　内藤　雅夫　呉市保健所
　　　　中島浩一郎　庄原赤十字病院
　　　　永田　　忠　広島市医師会
　　　　新田　康郎　新田小児科
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤上　良寛　広島県臨床検査技師会
　　　　布施　淳一　広島県健康福祉局健康対策課
　　　　松岡　俊彦　広島県健康福祉局健康対策課
　　　　村尾　正治　福山市保健所
　　　　柳田　実郎　広島県医師会
　　　　横崎　典哉　広島大学病院
　　　　横山　　隆　広島市医師会運営・安芸市民病院
　　　　渡辺　弘司　広島県医師会
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